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イチゴ　英名：Gerden strawberry　分類：バラ科オランダイチゴ属に属する宿根性多年生植物
　学名：Fragaria×ananassa Duchesne ex Rozier

・��起源：現在の栽培イチゴは、18 世紀オランダにおいて作出され、北米原産の野生種（バージ
ニアイチゴ）とチリ原産の野生種（チリイチゴ）との種間交雑に起源する。
・温度適応性：冷涼な気候を好む。	
・地上部の生育適温：20 ～ 25℃。
・生育適温：18 ～ 25℃（最低温度 5℃、最高温度 30℃）。
・光適応性：比較的弱光に耐える。
・�土壌適応性：育苗期間中は健全な細根を十分確保することが重要なため、仮植床・本圃と
も保水性と通気性に優れる土壌が適する。
・土壌酸度適応性：弱酸性（pH5.5 ～ 6.0）。
・�休眠：自然条件下で生長するイチゴは秋の短日・低温条件に反応して葉が小さくわい化して、
休眠に入り、11 月頃が最も休眠が深くなる。その後、冬の低温で休眠が打破され、春になっ
て温度が上昇すると開花結実する。
・�花芽分化：短日植物。一般に夏の高温・長日条件下ではランナーによる栄養繁殖を行い、
初秋から晩秋に平均気温が 25℃付近まで下がると短くなった日長に反応して花芽分化する。
25℃より高い温度では、花芽形成は完全に阻害され、温度が 12 ～ 15℃以下となると日長に
かかわらず花芽分化する。しかし、花芽分化の限界温度および限界日長には品種間差があり、
四季成り性品種では長日条件下でも花芽分化が可能である。

・作型別栽培方法
　育苗方法：栄養繁殖性の強いイチゴは、親株の株元のからランナーを発生させ、その先端に根・
葉・茎をもつ新しい株（子株）を形成する。この子株を採取、育苗して定植するのが一般的である。
（１）�促成栽培：収穫期を前進させることが高収益につながるため、花芽分化を促進すること

が重要である。休眠が浅い品種を使用する。
（２）半促成栽培：自然条件下での休眠打破後に保温して、生育・開花・成熟を促進する。
（３）露地（普通）栽培：自然条件下での栽培。ポリマルチや雨よけ栽培をする。
（４）�抑制栽培：7 ～ 8月に採苗し、花芽分化後、11～ 4月ごろまで長期間株を冷蔵する。定

植後 40～ 60日で収穫が始まる。
（５）夏秋栽培：四季成り性品種を利用し、秋植えまたは、春植えをして6～11月に収穫する作型。


